
数理工学モデル化エリア 

 

エリアの概要 

 

コンピュータの発達とともに，多くの情報を短時間で扱えるようになった反面，これらの情報を

もとに問題を提起し，解決策（ソリューション）を与えるためには，より高度な数理的解析手法

が必要となってきている．数理工学モデル化エリアでは，経営工学の目的である「科学的な管理

方法の提案」の実践において，強力な武器となる，様々な工学的なツール（モデル）を習得する．

各授業において，モデルの基礎的な理論を学び，さらに実習を通して「使える」知識としての定

着を図る． 

 

科目構成 

科目名 概要 標準履修年次 

応用数理 
数理解析を前提としつつ，主に立地問題を例に取りなが

ら，応用解析的な数学の手法と適用方法について学ぶ． 
２～４年 

数理計画 
線形計画法，整数計画法など，最適化モデルの基礎理論

と，代表的な算法を概説する． 
２～４年 

応用確率過程 
時間的に変化する確率的現象をマルコフ過程などの確

率過程としてモデル化し，解析する手法を説明する． 
２～４年 

都市解析 

都市をある視点から抽象化すると，点や線や面の織りな

すパターンとみなすことができる. そこで，都市機能の

面から，これらのパターンを分析する場合の数理的基礎

について論ずる. 

２～４年 

数理工学モデル化

実習 

上記の各授業で学んだ基礎知識を，問題演習やケースス

タディを通して，「使える」知識として定着させる． 

２～４年（但

し，３・４年

生優先） 

先行履修が必須な科目 関連科目

学際エリア

専門基礎選択科目

経営工学概論

数理解析

会計学概論

専門基礎必修科目

卒業研究

経営工学基礎エリア

応用確率論

情報技術エリア

計算機科学

問題発見と解決

数理計画

数理工学モデル化エリア
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